
（建設部）

会議等名称

人数 10人

（県側）

実施日 平成28年5⽉12⽇(⽊)、8⽉4⽇
(⽊)、10⽉20⽇(⽊)

場所 県庁会議室

会議内容

「次期総合５か年計画の策定に向けた意見の提出について」

意⾒交換等の概要

 ⻑野県住宅審議会

参加者

主な意⾒

≪⻑野県のあるべき姿など≫

会議等概要
⻑野県住⽣活基本計画の改定に向け、現状と課題について議論

とりまとめの上、総合計画審議会に報告します。

 審議会委員

建築技監兼建築住宅課⻑、公営住宅室⻑、施設課⻑ほか

○コミュニティをつくり、地域を活性化する役割を担う主体として、今後は地域の福祉・
介護施設や事業所、高齢者の地域づくりへの参画を考慮すべき。

○建設技能労働者の減少と高齢化が進み、また、建設事業者の倒産、休廃業が多くなって
いる。伝統技能継承や地域経済だけではなく、防災⼒などの⾯でも深刻な問題。

○空き家の問題は都市のコンパクト化、中心市街地の活性化とも密接に関連。県外からの
移住も含め、空き家・空き建築物の活用がまちづくりとして重要。

○建築用材として県産⽊材の利用を進めることが、これから伐採期を迎える⽊材の活用を
図る上で重要。

○緑化の推進が、⾃然環境が豊かな⻑野県らしい取組であり、都市部では防災の観点から
も重要。

○景観は、豊かな⾃然だけではなく、住宅やまち並みも含めて観光資源となる。古⺠家の
保存、活用が景観対策になるとともに、伝統的な技能の継承につながる。

○⼆地域居住用の住宅など、災害時における都市部からの避難先としても活用されるとよ
い。

≪具体的な施策に関すること≫

資料５



 
 

 

 

 

 

 


